
令和 7 年度 第１１回 教育委員会 

日時   令和８年２月 10 日（火）  15:30～16:30  
場所   町公民館・大会議室 【現地視察：綾てるはドーム】 
                     
出席者  教育委員  柿田 美香         教育長        高松 公俊 
     教育委員  横山 槇子      教育総務課長     野村 敏幸 

教育委員  中神 克寿     社会教育課長      佐藤 光久 
教育委員  山口 昇      教育総務課主幹     馬場 勇次 

      社会教育課主幹    麻生 昌秀 
                教育総務課係長     森本 亜紀 

                      社会教育課係長    井上 隆広 
                     社会教育課係員    藤田 浩史郎 
                     議事録        古高 望                 
 
〇開会の挨拶 
 
〇教育長挨拶 

綾町内での火事、令和 8 年度綾小学校への新入生の減少、そして減少の歯止めにもつな
がる教育移住の動きについて触れ挨拶を行った。 
 
〇教育長事務報告 
（教育総務課 係長） 
 行事経過報告並びに行事計画について、資料に沿って説明を行った。 
（社会教育課 係長） 
 教育総務課と同様、行事経過報告並びに行事計画について、資料に沿って説明を行った。 
 
〇協議事項 
（教育総務課 係長） 
 3 月議会に上程予定の例規関係改正について説明を行った。 

「こども誰でも通園制度」に関する条例の新設について。国の条例に沿って町の条例の新
設する。子育て支援センター及び病児病後児保育の設置、管理に関してであるが、子育て
支援センターについては、施設利用料を 1 時間 300 円とする改定を行う。町外について
は利用料は 2 倍となる。病児病後児保育施設の料金改定はないが、条例に新しく定義す
るものとする。また、綾町就学援助金の交付要綱の様式変更と追記、高校生子育て世帯支
援給付金の交付要綱の様式及び文言の改正を行った。 



（教育長） 
新制度（誰でも通園）との価格差で利用が偏らないように料金設定を行った。 
 

（教育委員） 
 病児とは違い、子育て支援センターの料金は世帯の課税状況等に関わらず一律であるか。 
（教育委員） 
 年齢は関係なく一律 300 円なのか。 
（教育総務課 係長） 
 一律である。0 歳のため料金を高くする等の料金設定は行っていない。 
（教育総務課 主事） 
 令和８年度準要保護（新小中学校 1 年生）の認定基準及び申請世帯の状況について説明

を行った。 
 

準要保護認定者 小学校 ３名／44 名 
         中学校 ８名／71 名 
（教育総務課 課長） 
 準要保護につきましては、3 月中（入学前）に給付していこうと考えている。 
（教育長） 
 小学校の申請者が 3 名というのは入学予定者は 44 名に対して少ないが、新入学生の説明

会で周知はしており。必要に応じて今後も随時申請を受け付ける。 
 
○その他 

(教育総務課 主幹） 
 綾中学校の児童生徒及び教員の表彰について説明を行った。児童生徒については読書感

想文の受賞、教員に関しては文部科学省優秀教員表彰、若手教職員表彰を受賞した。 
(教育委員） 

 広報に載っていた入賞作文で、高学年が「おじいちゃん・おばあちゃん」という言葉を使
っているのが気になった。文章の品格を上げるため、場面によっては「祖父・祖母」と言
い換えるような指導が必要になっていくのではないか。 
(教育総務課 主幹） 

 非常に重要な指摘であり、実際に大学共通テスト等でも実務的な国語（適切な言葉選び）
が重視されている。今後高学年における言語教育を強化していく。 

 
（社会教育課 課長） 
 国スポ（国民スポーツ大会）について。 
 令和 8 年度に開催されるリハーサル大会のスケジュールについてだが、「ハンドボール」



が 8 月 8 日から 4 日間行われる。大会会場となる体育館は現在空調工事中であり、6 月末
に完成予定。7 月の一ヶ月間をトライアル期間とする。「サッカー」は 10 月 24 日から行
われる。「馬術」に関しては、令和 9 年度になってのリハーサル大会となるため、令和 8
年度はこの二つのリハーサル大会を進めていく。 

（教育長） 
綾町の規模で三つの国スポを行うことは、他の市町村にはないことである。社会教育課課
長を中心に少数精鋭で進めているところである。ボランティア等も今後募集が増えてい
くと思われるため、ご協力いただければと思う。 

 
【現地移動：綾てるはドーム】 
1. 空調設備について 

（教育委員） 
新しく導入される空調は、風が出ないタイプなのか。 

（担当者） 
パネル内部に非常に冷たい水や温水を通し、熱伝導による冷暖房を行う方式となる。 

 
2. 利用について 

（教育委員） 
大会会場としての利用に加え、避難所としての機能も備えているのか。 

（担当者） 
冬季の暖房にも対応し、避難所として利用できるよう、ロビーのシート張り替えなども
含め、安心できる施設づくりを進めている。 

 
3. 床の安全性について 

（教育委員） 
床の老朽化が問題となっていたこともあったが安全性はどのようであるか。 

（担当者） 
以前は選手が飛び込んだ際に板の破片が刺さる事故が発生する危険性があったが、今
回はシート床に張り替えているため、安全性は向上している。 

 
4. 今後の予定 

（担当者） 
工期は 6 月まで。7 月から開館し、空調を利用してもらいながら調整（トライアル）を
行い、8 月に国スポのハンドボール競技リハーサル大会を実施予定である。 
 
○閉会


